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積の表し方①

がルール!「Xは省いて,数が前」
P2 ・ 3

別冊

答え
と

解説

j
abc

-4(ω一ν)

＼

解説

4m

α

② 5影

④ ^α

Xの記号を省いて,数が前。

ω5 ではなく,5ωと書く。

1αではなく,αと書く。

-1αではなく,一αと書く。

d)-2m

③影

解説①

②

②一6ω

の表し方②④ ^π

文字の順番に注意!()とXを省いて,-2祝と書く。

()とXを省いて,数を文字の前

に書くので,-6ω。

③ 1 をかけるとき,その 1は書かな

い。 Xを省いて,ω。

④一1をかけるとき,その1は書か

ない。()と Xを省いて,一π。

2

＼

知って得するコーナー

〔1を書かない例〕

axl=α, ax(-1)=一α

Ixa=α,(-1)xa=一α

〔1 を書く例〕

axo.1=0.1α, ax (-0.1)=-0.1α

0.1Xa=0.1α,(-0.1)xa=-0.1α

小数点以下の1は書く。

一αb

5α

② 7Cnl

④ 10b-V

① 1は書かない。

③(-1)の()は省くが,ーは省か

ないので気をつける。1は書かない。

解説

ノ

P4 ・ 5

(亘) 9mnnln

3

4(m+n)④ ω

①アルファベットの順番に気をつけ

る。

②文字はアルファベット順。

③(祝+π)を1つの文字と考えるの

で,(机十π)の()は省かない。

'三劃1。
ちがいに気をつけ

①
③
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②
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解説 ③ Xを省いて,数を()の前に書く。

(-4)の()は省く。

④ 5ααではなく,5α'と書く。同じ

文字の積は,指数を使って書く。

ーフ(ω+ν)

3ωνωνZ

①ωXωXVXV=ω2Xゾ

=ωV

②(ーフ)の()は省くが,(影十加の

()は省かない。数を()の前に書

く。

解説

a)ー^ー^ω

として,,

ーの符号は,分数の前に書く。

①

① ;.ヲ〔刊

分数の形に変身!

③

③

① IXνは,νのように 1を書かない解説

説

.・ξ〔・'0〕

が,1÷νは,ーのように 1を書く
V

.互〔巨0〕

.・妾〔・吉・〕

②÷2 は, X一と同じことなので,

ーは一bのように書くこともできる。

P6 ・フ

ことに注意する。

③,④()を省いて,分数の形で表

すーの符号は分数の前に書く。

商の表し方 2

分子や分母の(メバリ
4

①

③

●"ー"〔一叶ω〕

●一ー〔ーー伽゛ω〕

解説③÷3は, X一と同じことなので,

型士登は 1・(ω十V)のように書くこ

知って得するコーナー

〔1を書かない例〕

ω÷1=ω,ω÷(-1)=一影

〔1を書く伊D

)は,省いてOK。
P8 ・ 9

②

.百〔ず〕

1÷ω=ー.(-1)÷ω=ーー
ω'ω

ともできる。

(ω十V)が分子にくるときは,()

を省いて影十Vと表すが,÷3を

X一と考えて計算するときは,

ー(ω十V)と()は省かない。

肌十πや一伽一πではなく_伽π
-33 3

2

④一の符号は,分数の前に書く。

と書くことに注意する。
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①

..ニ・〔ー'"-0力

④一g二ー〔ーー(α一b)〕
解説

②

(ー?11)の(

(-4)の(

①一童二登〔ーー(影一ν)〕

)は省く。

)は省く。

②

ズハリ「+」と「ー」は省いちゃダメ!
5 PI0・11

.0・・ー・・・〕① 2α+8

③

記号X.÷を使わない表し方 1

●一・〔一伽甸〕
解説③(一α)の()は省く。

①一7Xω十100

② 6÷肌+9

③ 2÷α+2Xb

④ 7X(影一g)十Z÷6

解説④()の前に数があるときは,かな

知つて得するコーナー

下の式は,すべて同じことを表している。

③一ー+4ν

④一2α一吾・〔-2α一吾・b〕
解説

α11 1
α÷22,2α,2 Xa, aX 2,

①加法の十は省けない。

②減法のーは省けない。

③÷は分数の形で表し, Xは省く。

加法の十は省けない。

4 Xと()と÷を省く。減法のーは

省けない。

で書く。

式を見て,乗法のXは省いて,除法の

÷は分数の形で表そう。加法,減法の十,

ーは省けないことに気をつける。

① 7m-3

●一針而〔一針而0〕

①

●一,既一百〔ー,h一ず〕

③ m+15n

解説文字式の表し方を復習しておこう。

乗法では, Xを省いて,文字と数の積

では,数を文字の前に書く。

除法では,÷を使わないで,分数の形

3

rxj,

●.叶吾←汁ヂ〕

記号X.÷を使わない表し方 2

「÷」をもとにもどしてみよう。
P12・13

①恒X祠+10 ② 8一匡王回
③倭詞一唾回④倭回一厄又何二利

解説十や一以外のところで, Xや÷が省か

れていないか考える。

数と文字が続けて書かれていれば,そ

こには,かならずXが省かれている。

また,分数の形で表されていれば,そ

こには,÷が省かれていると考えよう。
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3

らずXが省かれている。

1 2 0 4×ー+1

=2+1
式の値①

文字に数をあてはめて計算しよう。 1 -
P14・15 1 .1

1 '2

=2×ー

15-フ÷ω

45+5Xa

α÷9+3×(b+C)

9×I-g÷8

4

②(-1)X團一51 ①一2X團
=匠1司一5=匠画
=匠團

③ 9÷圍④塵1
=圍X圍
=⑨

解説「式の値を求めなさい」ということは,

「式の中の文字に数をあてはめて計算し

なさい」ということである。

したがって,ここではωに3 を代入

して,それぞれ計算すれぱよい。

@符号に気をつける。

一ω一5=(-1)Xω一5

=(-1)×3-5=-3-5=-8

③分数の形は,分子÷分母で計算する。

④ゞ=3×3=9である。

32 は,3×2=6 ではない。 32 の 2 は,

ーー3

① 3×1匠可十6
=三到+6
=匠團

② 2-4×1^
=2+臣亘
=匝酉

③ 6÷K^
=三回

④ k三蚕囲
=1^I×1^
=⑨

解説負の数を代入するときは,かならず

()をつけて代入する。

①,②計算の順序に気をっける。先に

乗法をする。

③分数の形は,分子÷分母で計算する。

④一ゞではなく.()をっけて代入す

3を2個かけあわせている意味であ

る。

③ 5÷20

3×3=32
、』一ーー、ー^

2個

式の値②

=4

②一2×ー+】

②一4×5+10

=-20+10

=-10

④ 2×52

=2×25

=50

解説

=-1+1

.・(→

*十ゞ→

①乗法をしてから減法をする。

②乗法をしてから加法をする。

③約分を忘れないようにする。また,

0.25と答えてもよい。

④計算の順序に気をつける累乗の

計算をしてから乗法をする

代入する値が分数でも,同じように計

算すれぱよい。

①,②乗法をしてから加法をする。

③分数でわるので,その逆数をかける。
るいCよ0

④分数の累乗は,()をつけて表す。

かならず1 負の数を代入するときは,
1 ;()を! P16・17

1 2×5-13

=10-13
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るので,(-3)'となる。

ーずと(-3ソでは,計算が異なるの

で気をつける。

ーゞ=ー(3×3)

-9

(-3ソ=(-3) X (-3)

=9

.・獣(・司・・.,0・叫・司,
=1-3

ーー2

1 2-6×(-3)

=2+18

=20

③一4÷(ーー)

・・心←→

4 累乗を先に計算する。

叫・り・獣1←I×・訓
=8×ー

=8

解説負の分数も負の数だから,(

て代入する。

①,②乗法を先に計算する。

=10+3

=13

3 0 5×(-4)+フ

=-20+フ

=-13

②(-1)X(-4)+5

=4+5

●獣←→
=8×ー

4_-4, 1
③一ー=^だから,-4÷ω,つまり, 1ω影'

-e←→調"ル。

②一4×2--X(-3)

また,分数の除法は,

数をかければよい

③ 12÷(-4)

1 文字が2つでも, それぞれに代入し
1 .て求めよう。 P18・19

④一3×(-4)゜

=-3×】6

=-48

解説②一ω=(-1)Xωだから,

(-1) X (-4)=4 つまり,

ー(-4)=4 である。

④計算の順序に気をつける。累乗の

計算をしてから,-3にかける。

)をつけ

式の値③

=-8+2

-6

解説 Vに一3を代入するときは,負の数だ

から,()をつけて代入する。

①影一6ν=ω一6XV

① 3X②+2X③
=⑥+⑥
=匝亘

②一2X圍一3X圍
=圧到一⑨
=匠j團
文字が2つになっても,それぞれの文

字に数をあてはめて,同じように計算す

ればよい。

①乗法と加法では,乗法を先に三隙する。

2 乗法と減法では,乗法を先にZ十算する。

その分数の逆

^

②一4ω一吾マ/=-4Xω一 3 XV

9

2



どちらもXの記号が省かれている。

乗法を先に計算する。

①(-1)X(-6)+4×(-2)

=6-8

-2

②一X(-6)-5×(-2)

=-3+10

=フ

①一(-6)+4×(-2)

=6-8

=-2 のように計算してもよい。

解説

「項」,

'..、

項と係数

「係数」をしつかり理解しよう。
P20 ・ 21

係数

②

(D 1頁一・・・6影, 1^
影の係数一ー・⑥

②項・・・回,1^,1^
αの係数・ー・①, bの係数・・・[三三圍

解説文字式を加法だけの式になおしたとき

の加法の記号十で結ばれたそれぞれの式

や数を項という。

また,文字をふくむ項の数の部分を係

数という。

係数

α一2b-5=α+(-2b)十(-5)

加法だけの式になおすと,上の式の

ようになる。

仁3那十(-2)

① 項・・・・・・8,-4α

αの係数・・ーー4

ωの係数・・・・・・一νの係数・・・・・・ーー

解説②一1ι・=ーーVだから, Vの係数は

計算できる!同じ文字どうしは,
P22 ・ 23

文字の項をまとめる

①(-3+4)ω

①(三同+圍)ω
=圧蚕b

①

②項・・・・・・ーー,3ν,ー】

ωの係数・・・・・・ーーνの係数・・・・・・3

解説②一塑=ーーωだから,那の係数は解説②一3--3ω",那の、

項・・・・・・-9,8α

αの係数一・・・8

U回・"

解説文字の部分が同じ項をまとめるときは,

衿1ω十加=(仇+π)ωの法則を使う。

③係数が分数でも同じように計算する。

②(⑥一①)0
=匿、

② a-5)α

-4α

.(・・→・

6

●(・H→0

十§恬)0

②(3-9)α

=-6α

5
^^^α

髭6

^エ
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Ua・引・
ーーb

解説

数の項あ伺じ文字の項あつまれー。
つまれー。 P24 ・ 25

1ωの 1は書かないので,答はω。

式を簡単にする

①直、+③②圧耶一圖
③匿ンー匝④

解説文字の項は文字の項どうし,数の項は

数の項どうしをまとめる。

①一7寓+3ω+4

=-4ω十4

② 10ν一7ν一3+12

=3ν+9

③一6ω一5ω+1-15

=-11ω一14

解説文字の項と数の項は.まとめることが

できないので注意する。

②α一2α+8-9

=一α一1

③ 8ν一8ν一5+フ

解説①一+2一ω=ーーω+2

3 0 -一ω+2

=ーー影+2

・ぜ・小包

十・ーン包
=ーーω+2

のα十8-2α一9

=α一2α十8-9

=(1-2)α一1

=一α一1

-1α一1と書かないように気をつ

ける。-1αの 1は書かない。

③計算すると,文字の項はなくなっ

てしまうので,答は2 になる。

8V-5-8ν+フ

=(8-8)ν十2

=OV+2 とは書かない。

ー(
意!

)をはずして簡単にする

)の形を見つけたら,要注
P26 ・ 27

① 2ω1王玉三④
=匠、一④

②一3創二司画千吾1

=圧乃+圍
解説①加法は,そのまま()をはずす。

②減法は,ひくほうの式の各項の符

号を変えて()をはずす。

ここでは,()の中の項の符号が,

十4Vは一4νに,-8 は十8 に変わる。

①一6α一1+3+2α

=-6α十2α一1+3

=-4α+2

② 9ν+3+8-5g

=9ν一5υ+3+8

=4g+11

龜轟①加法だから,そのまま()をはずす。

②減法だから,()の中の各項の符

号を変える。

7

① 4影一2-7ω一5

=4ω一7ω一2-5

=-3ω一フ

② 3α一4-2α+1
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=3α一2α一4+1

=α一3

②減法だから,()の中の各項の符

号を変える。

3α一4-(2α一1)

=3α一4-2α十1

=3α一2α一4+1

=(3-2)α一3

=α一3

解説

式には,かならず()をつけること!
' P28・29

式をたすこと,式をひくこと

1 3工+フ+厘蚕三Z司
=直b+③

② 3ω+フ一匠蚕王④
=三至、十匝回

説 2つの式をたしたり,ひいたりすると

きは,それぞれの式に()をつけ,記号

十,ーでっなぎ,次に()をはずして簡

単にする。

1 加法なので,そのまま()をはずす。

の減法なので,ひかれるほうの式の

()はそのままはずし,ひくほうの式

の()は,()の中の各項の符号を変

えてからはずす。

そして,文字の項どうし,数の項ど

うしをまとめる。

2 0 (ω+8)+(-h-3)

=ω+8-2ω一3

=一ω十5

②(ω+8)ー(-h-3)

=ω+8+2ω+3

=3ω+11

①(-4ν一フ)+(9g+1)

=-4g-フ+9ν+1

=5ν一6

②(-4ν一フ)ー(9υ十1)

=-4ν一フ-9ν一1

=-13g-8

=⑥X吾・X影
=匝倫

④日XωX(-18)
=ex(-18)X影

ズバリ
、5

1 ①圍XωX3

●←凹Ⅸ水(ーラ)

文字式X数

=匠j圖"
解説乗法だから,交換法則を使って,かけ

る順序を変えることができる。

したがって,項と数の積は,数どうし

を計算して,そこに文字をつければよい。

=圍X3Xω
=雁、

②④X影X(-5)
=團X(-5)Xω
=三亘亘b

③⑥XωX吾'

係数に数をかければ
P30 ・ 31

① 5XωX3

=5×3Xω

=15ω

②(-1)X影X(-8)

=(-1)X(-8)Xω

=8寓

③ 9XωX-

=9×-Xω
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一←創氷(一→冷

解説 2 一ω=(-1)X影だから,一ωの係

数は一1。よって,数どうしの計算は,

(-1) X (-8)=8 となる。

① 4XωX7

=4×7Xω

=28ω

② 7XωX(-5)

=7X(-5)Xω

=-35工

③一XωX20

=-×20Xω

=16工

●←→冷双一固

*(ーーン←⑥冷
=12ω

臓'(一→●,⇔加"爺隙次

係数を数でわればい文字式÷数は,
.いのだ! P32 ・ 33

文字式÷数

.旨.・水(・勵
*獣(一日)冷

18Xω

=⑥
=圧5b=塵、

解説 1分数の形に書いて,約分する。

2分数の除法は,わる数の逆数をか

けて乗法になおす。

●・.水(・封一,咏(・封
=12劣

9

2

いるが,負の数の項でも,式の最初

にくる場合には,()を省いてよい。

0

解説②負の数の逆数は,負の数である。

8ω

8

8Xω

8
^^

解説

ーーの逆数はーではしたがって,

=-8ω^ω

@同符号の商を求めるので,符号は

正になる。

の分数の逆数は,分母と分子を入れ

かえた数になる。

②一6ωX4②一6ωX3

=-6×-Xω

なく,

項が2つのときは, それぞれの項に

数をかけるよ。 P34 ・ 35

項が2つの式X数

=3ω一5

になる。

①

①圍X3ω+圍X7
=直b+匝④

②工XI【三亘]+(-3)X^
=圧亘レ+⑥

12ω

4

12Xω
4

=-3ω

1 -2×4ω+(-2)X(-3)

=-8工+6

②ωX5+6×5

=5ω+30

^^

●一.0永(一→

*一円丸一→冷

●日湘叶日幻.
=恒、+⑨

解説分配法則を使って,()をはずす。

①,③肌(α十b)=悦α十伽b を使う。

②(α+b)机=伽α十伽b を使う。

影6

6
5



解説 ①()の中の各項に数をかけるので,

負の数をかけるときは,()の中の

各項の符号が変わる。

① 3×(-2ω)+3×(-3)

=-6ω一9

② 3ωX(-4)+(-5)X(-4)

=-12ω+20

●印水(一→,←円氷(一→
=-8影十4

^②負の数をかけるので,()の中の

各項の符号が変わることに注意す

る。

③計算の途中で忘れずに約分をする。

ズハリ
、B

項が2つの式÷数

項が2つのときは,それぞれの項を
数でわるよ。 P36 ・ 37

①

したがって,(20影一28)÷4

20影一28

4

20影 28

④④
=匿、一⑦

20ω 28

4 4

=5ω一フ

2 ()の中の各項を一3でわる。各

項の符号が変わることに気をつけ

る

③(4影一6)xe
・一目・厭田

=5ω十8

(15ω十30)÷5=Mω十3゜
3

②
12劣

③

=一匝、一圖

=厄亘b一西

3

●佑"一印以←→

*■水(一→一訟(一→
=-8工+28

解説③()の中の各項に,ーーの逆数の

=5ω十1

わる数が分数なので,逆数をかけ

ーの逆数はーだから,()の中の

各項にーをかける。したがって,

4留X--6×ー=10影一15

①_6ω+22
2 2

=-3ω十11

② 3Q塑.+旦
6 6

る

解説①

1

15ω 30
^+^
5 5

をかける。

註←剖■X・剖
=-8留十28

計算の途中で約分をしよう。

①(16影一8)X一②一^+^

=6ω一3

10

=3ω+6

^項が2つ以上の式を数でわるときは,

それぞれの項を数でわる。下のように,

1つの項だけをわるのは誤りである。

曙呉りの例〕

1

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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ー
ー
ー
ー
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ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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.
.)b+(

b
一
伽

+
α
一
机

③

ー
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ー
ー
ー
ー
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ー
ー
ー
ー
ー
ー
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ー
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分数の形の式に数をかける

ズハリ先に約分をすると,計算がラク!
、9 P38・39

1 ①(3ω+5)X圍
=直、+臣回

②團X(5影一4)
=匿亘、一厄亘

=3影十30

③二一杢^XI^

團
解説分数の形の式に数をかけるときは,数

をかける前に,分母と約分できないか確

認する。約分できるときは,計算が簡単

になるので,先に約分する。

匿j],一⑨

②(-2)X(h-5)

=-4m+10

-9ω一3̂
2

解説約分をしてから,計算を進めよう。

3
ーフω十3
ーーーR^X(-6)分母とかける数で
^

(ーフω十3) X (-3)

③3X^

①ヨ塑士登.×5^

21ω一9

4

3

②(3工一9)X(-4)

=-12ω+36

③ 2×(ーフ影+6)

=-14ω+12

①(-2ω一3)X(-2)

=4ω十6

20ω+15

① 3影一4-12劣+6

=-9ω+2

②一4ω+3-2ω+5

=-6影+8

解説数が分数でも,同じように分配法則を

使って()をはずしてから,項をまとめる。

分子の各項に

-3 をかける。

)がある式の計算

)をはすすことからはじめよう。
P40 ・ 41

①凪一⑧+厄、+西1
=厘、+⑦

②匝匝、一匝同一匝至b+⑧
=圧亘b一⑦

解説分配法則を使って()をはずしてから,

文字の項どうし,数の項どうしをまとめる。

3 0 15ω+30-12伽一4

=3ω+26

② 7ω一14-9ω一18

=-2ω一32

rxj,「÷」を使わないで,文字式を
表そう。 P42・43

数を文字で表すこと

①回一圖(人)
②西X同

③回÷同

11

③'逸(円)

1350一ω(円)

直亘回(円)

團(m)

5ω(円)

③一(g)

② 6ω(円)

② 65一ω(個)

4



代金とおつり

(おつり)=(出した金額)ー(代金)
P44 ・ 45

①ωX2+VX⑦=匿甸十7υ
匿回+7ν(円)

②匝匝亘亘回一回XI^=10000一匝至可
10000一厘^(円)

^まず,ことばの式で考える。

次に,ことばの式に数や文字をあては

める。

最後に, Xを省くなど,文字式の表し

方にしたがって式を完成させる。

① 3影+9ν(円)

② 6ω一700(円)

慨説ことぱの式で表すと,それぞれ次のよ

うになる。

①(あんパン1個の値段)X(あんパン

の個数)十(ジャムパン 1個の値段)X

(ジャムパンの個数)

ωX3+VX9=3ω十9V

2 (1人あたりの出した金額)X(人数)

ー(品物の代金)

ωX6-700=6ω一700

解説ことばの式で表すと,それぞれ次のよ

うになる。

①(色紙1枚の値段)X(色紙の枚数)十

(画用紙1枚の値段)X(画用紙の枚数)

aX30十bX50=30α十50b

2 (1人あたりの出した金額)X(人数)

ー(ぬいぐるみの代金)

ωX15-7000=15ω一7000

道のり

1 (道のり)=(速さ)X(時間)
P46 ・ 47

① OX④=匝回 匝可(km)
② 60X回=厘亘回 雁0回(m)
③⑭X'=匝匝回 [i^(m)

解説(道のり)=(速さ)X(時間)の公式を利

用する。

1 時問

1 (時間)=(道のり)÷(速さ)
' P48・49

●"匝・圖圖儁剛
②回÷4=囲圖(分)
●一0*圖田剛

30α+50b(円)

】5影一7000(円)

速さ

道のり

連さX時問

道のりを求めるときは,左の

図の道のりを指でかくすと,「速

さX時問」の公式があらわれる。

解説(時問)=(道のり)÷(速さ)の公式を利

用する。

5工(km)

250α(m)

15工(m)

2α(km)

② 40α(hn)

①堅一(時問)②^(分)

③ 3Ω旦旦(甲」、)

② 25α(m)

①豆0百'(分)②「弓岬劣

③旦旦旦(時問)

12

(速さ)=(道のり)÷(時間)
P50 ・ 51

一掴・倒昌一

①
③
①
③①

②



② 20÷回=匡目
③回÷15=1L

解説(速さ)=(道のり)÷(時間)の公式を利

用する。

I k則hは,時速を表す単位で, hは

20
^(h'vml") 1
n1 1

^(kws) 1

hour(時)の頭文字である。「時速一hn」

や,「毎時一hnの速さ」という表現も

ある。

2 hwmi11は,分速を表す単位で,

はmirlute(分)を略したものである。

3 hrvSは,秒速を表す単位で, Sは

Second伊めの頭文字である。

割厶 1

"。,加劇00,*片"倒劇0。'餓.心←一而)ーず
. P52.531

①αX^=^α^α(kg)

● 0沖・ー)・-O Eヨ冊,

P54 ・ 55

① 1-(hwh)②旦Ω旦旦(nvn血)

③]9旦(nvs)
影

①]旦9旦(nvs)②里(k則h)

30
③^(hwml")

ω

解説②定価の 1割引きということは,代

金は定価の9割になる。

1 ^g(km)②一ω(円)

解説 I VX^=ーーーV

13

① 5年前の兄の年齢

②兄と妹の年齢の差

③兄と妹の年齢の和

解説ことばの式で表すと,それぞれ次のよ

うになる。

①(兄の年齢)ー(5年)

②(兄の年齢)ー(妹の年齢)

ねんれい

37%を小数で表すと,037になる

ので, VXO.37=037νより,

037劃km)と答えてもよい。

2 忘れずに約分をしよう。

2割を小数で表すと,0.2になるの

で, ax (1-0.2)=0.8αより,0.8α

(円)と答えてもよい。

11 11

2 ωXI00-i面ω

11%を小数で表すと,0.11になる

ので,ωXO.11=0.11ωより,0.11ω(L)

と答えてもよい

式の意味

文字式の

ωX(1-^)=ωX^=ー^
4割を小数で表すと,0.4になるの

で,影X (1-0.4)=0.6ωより,0.6ω

(円)と答えてもよい。

①
4

3

①長方形の面麹
②長方形の圖の長さ
③横と縦の辺の長酉の差

解説②長方形のほヨ三回の長さと答えて
もよい。

(円)

5

11

②五百0防化)

味を考えるよ。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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ー
ー
ー
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ー
ー



③(兄の年齢)十(妹の年齢)

①直方体の体積

②直方体の表面積

③直方体の全部の辺の長さの和

解説①αbc=axbxC だから,(縦)X(横)

X(高さ)で,直方体の体積を表して

いる。

2 直方体の表面全体の面積と答えて

もよい。

ab十bC十αC は,直方体の大きさ

のちがう3つの長方形の面の面積の

和を表している。直方体は,向かい

あう面が合同なので,それらの面積

の和の2倍,つまり,直方体の表面

全体の面積を表している。

3 α+b十Cは,(縦)十(横)十(高さ)で,

3つの辺の長さの合計を表している。

直方体は,その3つの辺がそれぞれ

4つずつあるので,4(α十b十C)は,

直方体の全部の辺の長さの合計を表

している。

数の等しい関係を等式に表す 1

等しいときは,等号(=)を使う。
: P56・57

① 5同=回②回=同+6
③ 500一回=住司

1 4影=ν

3 5000一α=b

解説次のように表すこともできる。

①答の左辺と右辺を入れかえると,

V=4ω

は,影=ー

時間に目をっけると,翌・=4 また

14

②α+8=b

時速に目をっけると,翌・=ωまた 1

αに目をつけると,
b

プラモデルの代金に目をつけると,

5000-b.=αまたは,α=5000-b

出した金額に目をつけると,

α+b=5000 または,5000=α十b

① 10000一α=b ②工=V+フ

③ 6α=b

解説次のように表すこともできる。

①答の左辺と右辺を入れかえると,

b=10000一α

シャツの代金に目をつけると,

10000-b=αまたは,α=10000-b

出した金額に目をつけると,

α十b=10000 または,10000=α十b

2 答の左辺と右辺を入れかえると,

V+フ=ω

妹の身長に目をつけると,ω一フ=V

または,ν=ω一フ

身長の差に目をつけると,ω一V=フ

または,フ=ω一ν
@答の左辺と右辺を入れかえると,

b=6α

2 答の左辺と右辺を入れかえると,

b=α十8

αに目をつけると.b-8=αまたは,

α=b-8

8に目をつけると,b一α=8 または,

8=b一α

3 答の左辺と右辺を入れかえると,

b=5000一α

または,

b
-
6

α

ν
一
影



または,6 に目をつけると,ー=6
α

数の等しい関係を等式に表す

ズバリ「たりナ「たりなしU 「余る」は,

29 みよう。

1 ①ν=匿回一同
②回=風+圍
③α一同=回+同

2 ①影=5V-3

③α一C=b十C

解説次のように表すこともできる。

①答の左辺と右辺を入れかえると,

5V-3=ω

たりない長さに目をつけると,

5V一ω=3 または,3=5V一ω

切りとる長さに目をつけると,

ω十3=5νまたは,5ν=ω十3

2 答の左辺と右辺を入れかえると,

8b+11=α

余る数に目をつけると,

α一8b=11 または,11=α一8b

配る数に目をつけると,

α一11=8b または,8b=α一11

①2>」竺②5くω一10

2

図で考えて
P58 ・ 59

3 答の左辺と右辺を入れかえると,

b十C=α一C

①α一C=b+C ②ω=6ν一2

③ 3α=b+】50

解説次のように表すこともできる

①答の左辺と右辺を入れかえると,

b十C=α一C

②答の左辺と右辺を入れかえると,

6ν一2=ω

たりない数に目をつけると,

6V一ω=2 または,2=6ν一ω

配る数に目をつけると,

影十2=6V または,6V=ω十2

3 答の左辺と右辺を入れかえると,

b+150=3α

残った金額に目をつけると,

3α一b=150 または,150=3α一b

まんがの代金に目をつけると,

3α一150=b または, b=3α一150

②α=8b+1

・αは b より大きい。

α>b または, bくα

「αは b より大きい」と「b はαよ

り小さい」は同じ。

・αは b より小さい。

α<b または, b>α

1 不等号(<,>,莟 盆)のちがいを^,

1 §知ろう。 P60 ・ 61

「αは b より小さい」と「b はαよ

り大きい」は同じ。

不等号を使つて関係を表す

③ 280'α十b ④ 500塗4α十2b

問題文で使われていることぱから,ど

・αは b未満

α<b または, b>α

①寓一2図4.② 3ω+2赴1
③ν十6圍20 ④ 3工+ν国4・00

解説不等号の使い方を理解しよう。

15

「αは b未満」と「αは b より小

さい」は同じ。

①窒・<2 ②ω一10>5

αはb以上

α塗b または, b宣α

(「αはb以上」と「b はα以下」は同じ。)

αはb以下

α'b または, b塗α

(「αはb以下」と「b はα以上」は同じ。)

③α十b茎280 ④ 4α+2b茎500

解説次のように表してもよい。

b
一
α

6



の不等号を使えばよいか,わかるように

しておこう。

①「~未満」だから,<か>を使う。

②「~より長い」だから,<か>を使う。

③「~以上」だから,'か塗を使う。

④「買うことができる」のは,「~以下」

だから,'か塗を使う。

「~未満」や「~よりー・」の場合は,そ

の数を含めないので,=(等号)がないく

か>の不等号を使う。

「~以上」や「~以下」の場合は,そ

の数を含めるので,=(等号)がある'か

塗の不等号を使う。

②ω+ν盆800①α一b至10

③α+bくC ④ 7ω>120

解説次のように表してもよい。

① 10'α一b ② 800亘ω十ν

④ 120<7影③ C>α十b

関係を表す式の意味

式から数の関係を考えよう。 1
P62・63 1

①屡亙劃の入館料は,1子遷圖の入館 1
料の匿区三羽より慶回。

②おとな④人と,字遷毛「6入1の入館
料の合計は,7000円以下である。

1212RI

解説

16

①影は2νより小さい。

ω, V に,ことばをあてはめよう。

② 4影と 5Vの和は7000以下である。

①ケーキ 1個の値段は,ドーナツ3

個の値段より高い。

②姉がケーキを2個買ったときの残

金は,弟がドーナツを4個買ったと

きの残金より少ない。

解説①αは,ケーキ 1個の値段,3b は,

ドーナッ3個の値段になる。不等号

の向きから,ケーキ1個の値段の方

が高いことがわかる。

2 1200-2αは,姉がケーキを 2個

買ったときの残金,800-4b は,弟

がドーナツを4個買ったときの残金

になる。不等号の向きから,姉の残

金の方が少ないことがわかる。

①兄の身長と弟の身長の差は,20cm

より小さい。

②兄の身長と弟の身長をあわせると,

270cmより大きい。


